
－ 16 －

世界選手権ドーハ大会における競技パフォーマンス分析
― 女子ハードル種目における予選から決勝にかけての記録の変化に着目して ―
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1．はじめに

　女子ハードル種目は，100m ハードル走（以下，

100 ｍ H とする）と 400m ハードル走（以下，400mH

とする）の二つである．100mH は 2016 年に Kendra 

Harrison 選手（アメリカ）が 12.20 秒の世界記録

を，400mH は世界記録保持者の Dalilah Muhammad

選手（アメリカ）が，2019 年ドーハで開催された

世界選手権決勝において自己記録を更新し 52.16 秒

の世界記録を樹立しており，近年，女子ハードル種

目の競技力が高まっている．一方，国内における競

技力は，100mH において寺田明日香選手（パソナグ

ループ）が12.97秒で19年ぶりに日本記録を更新し，

2017 年ロンドン世界選手権で準決勝進出を果たし

た木村文子選手（エディオン）とともに 2名が世界

選手権に出場した．加えて，日本歴代 10 位（13.18

秒）以内に入る選手が 3名おり，国内の競技力も高

まっている．400mH においては，2011 年に久保倉里

美氏が 55.34 秒の日本記録を樹立した後は，55 秒

台に迫る選手が表れておらず世界大会から遠のいて

いる．

　本稿では，近年の世界大会における女子ハードル

走種目の記録に関する基礎データと，日本代表選手

の準備および戦略に役立てられる情報を提示するこ

とを目的とする．

2．100mH

2-1． 出場者の国およびエリア別の分布および資格

記録

　ドーハ世界選手権における女子 100mH に出場した

選手は 38 名であった．図 1 は，出場者の国および

エリア陸連（以下 ,エリア）別の分布を示したもの

である．出場国は25ヶ国で，ジャマイカが4名，フィ

ンランド，フランス，アメリカ，オーストラリアが

3 名，日本とハンガリーが 2 名，その他の国が各 1

名であった．エリア別にみると，ヨーロッパが 13

か国（18 名），北中米カリブが 5 か国（10 名），オ

セアニア，アジア，アフリカが各 2か国（それぞれ

4 名，3 名，2 名），南アフリカが 1 か国（1 名）で

あり，ヨーロッパおよび北中米カリブの出場者が多

かった．

　資格記録は，参加標準記録の 12.98 秒を切っ

て出場している者は 28 名であった．その内訳

は，Danielle Williams 選手（ジャマイカ）が持

つ 12.32 秒が最も高く，続いて 12.4 秒台が 3 名，

12.5秒台が 1名，12.6秒台が 2名，12.7秒台が 8名，

12.8 秒台が 5 名，12.9 秒台が 8 名であった．資格

記録が 12.6 秒台までの 7 名のうちジャマイカとア

メリカが 3名ずつであり，北中米カリブエリアの競

技力が高かった．

2-2． 決勝進出者のパフォーマンス（PB，SB，％

図 1　女子 100mH 出場者の国およびエリア別の分布



－ 17 －

PB，％ SB）

　表 1は，決勝進出者のパフォーマンスとして各ラ

ウンドの記録と大会以前の自己記録（以下 ,PB と

する）およびシーズン記録（以下 ,SB とする）に

対するその割合を示したものである．決勝記録は，

12.34 秒から 12.88 秒であり，4名が PB をマークし

た．PBをマークし優勝したNia Ali選手（アメリカ）

は，準決勝でも 12.44 秒の PB（100.3％ PB）をマー

クしていた．その他の PB をマークした 4 ～ 6 位の

選手は，優勝者と同様に準決勝においても PB もし

くは PB に近い記録をマークしていた．2，3 位の選

手はどのラウンドにおいても PB を更新していない

ものの ,4 ～ 6 位の選手に比べ PB，SB が高かった．

以上のことから，より上位に入賞するには準決勝，

決勝と PB に近い記録を出すこと，メダル獲得には

高い PB，SB を有すること，優勝するには更に高い

PB を上回る記録が求められる．

2-3． 予選，準決勝，決勝にみられる競技力の推移

　表 2は，過去 3世界大会の記録水準をラウンド毎

に示したものである．2019 年ドーハ世界選手権の

1 位，3 位，8 位および準決勝の記録をみると，ど

れも過去 2大会よりも高く，競技力が高まっている

ことが推測される．予選および準決勝の着順位通過

最低記録は，各ラウンドにおける着順位通過者の各

組の最低記録の最高値と最低値を示している．例え

ば 2019 年ドーハ世界選手権では，予選が 5組あり，

各組の 4着までと 5着以下の記録上位 4名が準決勝

に進出できる．したがって各組の 4着，つまり 5名

の記録で 1番目の記録と 5番目の記録が着順位通過

最低記録の最高値と最低値となる．準決勝に進出

するには，13.0 ～ 1 秒台が，決勝に進出するには

12.6 ～ 7 秒台が求められる．

3．400mH

3-1． 出場者の国およびエリア別の分布および資格

記録

　ドーハ世界選手権における女子 400mH に出場し

た選手は 39 名であった．図 2 は，出場者の国およ

びエリア別の分布を示したものである．出場国は

26 ヶ国で，アメリカが 4 名，オーストラリア，イ

タリア，ジャマイカが 3 名，ベルギー，イギリス，

ロシアが 2名，その他の国が各 1名であった．エリ

ア別にみると，ヨーロッパが 11 か国（17 名），北

中米カリブが 7か国（12 名），オセアニアが 3か国（4

名），アジア，アフリカ，南アメリカが各 2か国（各

2 名）であり，ヨーロッパおよび北中米カリブエリ

アの出場者が多かった．

　資格記録は，参加標準記録の 56.00 秒を切って出

場している者は 35 名であった．その内訳は，世界

記録保持者の Dalilah Muhammad 選手（アメリカ）

表 1　女子 100mH 決勝進出者のパフォーマンスと PB，SB に対する割合

表 2　女子 100mH における過去 3世界大会の記録水準
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が持つ 52.20 秒が最も高く，52 秒台は彼女を含む

2 名，53 秒台が 1 名，54 秒台が 7 名，55 秒台前半

（55.50 秒未満）が 10 名，55 秒台後半（55.50 秒～

55.99 秒）が 15 名であった．資格記録が 53 秒台ま

での 3 名はアメリカの選手であり，54 秒台の 7 名

の内 2名がアメリカが加盟する北中米カリブエリア

の選手であった．このことから，400mH は北中米カ

リブエリアの競技力が高く，その中でもアメリカが

特に高い競技力を有していた．

3-2． 決勝進出者のパフォーマンス（PB，SB，％

PB，％ SB）

表 3は，決勝進出者のパフォーマンスとして各ラウ

ンドの記録と大会以前の PB および SB に対するその

割合を示したものである．決勝記録は，52.16 秒か

ら 54.82 秒であり，優勝記録は Muhammad 選手が PB

を更新し世界新記録を樹立，2位～ 4位の選手も PB

をマークし，4 位の Lea Sprunger 選手（スイス）

の 54.06 秒はスイス新記録であった．SB をマーク

した選手は，7 位の Anna Ryzhykova 選手（ウクラ

イナ）で，彼女は準決勝でも決勝と同じ 54.45 秒を

マークしていた．準決勝の記録をみると，優勝者は

53.91 秒と準決勝において 2 番目の記録をマークし

ているが，SB の 96.8％と他の選手と比べ低かった．

予選においても同様であり，優勝者は余裕を持って

ラウンドを進め，決勝で最大のパフォーマンスを

発揮していたと考えられる．この傾向は 2 位の

Sydney McLaughlin 選手（アメリカ）にもみられた．

3 ～ 8 位の選手をみると，準決勝で 54.17 秒から

54.52 秒と 0.35 秒以内に 6 名の混戦であり，SB に

対する割合は 53 秒台の SB を持つ Ashley Spencer

選手（アメリカ）を除いた全ての選手が SB もしく

は SB に近い記録でありハイレベルなラウンドで

あった．決勝では，更にその記録を更新した者がよ

り上位に入賞していた．これらのことから，より上

位に入賞するには準決勝で SB に近い記録を出し，

決勝ではそれを上回る記録が求められ，優勝するに

はより高い資格記録を有するとともに決勝で最大の

パフォーマンスが求められる．

3-3． 予選，準決勝，決勝にみられる競技力の推移

　表 4は，過去 3世界大会の記録水準をラウンド毎

図 2　女子 400mH 出場者の国およびエリア別の分布

表 3　女子 400mH 決勝進出者のパフォーマンスと PB，SB に対する割合
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に示したものである．2019 年ドーハ世界選手権の 1

位の記録をみると，2016 年リオデジャネイロ五輪

より約 1秒も記録が高くなっているが，3位は 53.7

秒台，8 位は 54.6 ～ 8 秒台で入賞している．準決

勝に進出するには 56 秒前半，決勝に進出するには

54 秒台が求められる．

3-4． Dalilah Muhammad 選手（世界記録保持者）の

レース分析

　表 5 は，Dalilah Muhammad 選手の 2019 年ドーハ

世界選手権決勝において世界記録マークしたレース

（52.16 秒）と，日本国内で出場したセイコーゴー

ルデングランプリ 2019 大阪大会決勝（以下，GGP

とする）のレース（53.88 秒）を分析したもの，図

3 は，その 2 レースにおける区間速度の変化を示し

たものである．スタートから1台目（S-H1）は，両レー

スともに 6.20 秒前後で入っているが，1 から 2 台

目（H1-2）で世界選手権は 3秒台の区間タイムを出

し，より高い区間速度を得ていた．その後はゴール

まで速度が低下し続けたが，GGP の各区間速度より

も高い値で推移していた．また，最大区間速度（H1-

2）に対して 9から 10 台目（H9-10）の区間速度の比

率は，世界選手権で 78.1％，GGP で 75.3％であり，

世界選手権の方がより区間速度の低下を抑えた走り

であった．歩数は，両レースとも変わらず，8 台目

まで 15 歩，その後は 16 歩であった．これらのこと

表 4　女子 400mH における過去 3世界大会の記録水準

表 5　Dalilah Muhammad 選手のレース分析

図 3　Dalilah Muhammad 選手の 400mH における区間速度の変化
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から，GGP より世界選手権ではピッチをより高める

ことで速度を向上させ，ゴールまで速度は低下する

ものの ,その低下を抑え，より高い速度でレースを

終えたことが世界記録につながったと考えられる．

4．まとめ

　本稿では，近年の世界大会における女子ハードル

走種目の記録に関する基礎データと，日本代表選手

の準備および戦略に役立てられる情報を提示するこ

とを目的とした．過去 3大会の結果をもとに，優勝，

メダル獲得，決勝進出，準決勝進出に必要な記録の

目安を提示することができた．100mH と 400mH の優

勝者に共通した特徴として，予選から準決勝，決勝

とラウンドが進むにつれて記録が向上し，決勝では

自己記録を更新していた．本稿で提示した各ラウン

ドの通過記録と自己記録を考慮し，予選，準決勝の

戦略を組み立てることが重要であろう．


